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求められる銀行の金融仲介機能の向上 ～コロナ禍でも円滑な融資

【健全で持続性のある中小企業融資拡大のために】

売掛金、受注などの将来のキャッシュフローを分析し、担保にして融資を伸ばす

優良先への融資は、銀行間競争のもとレッドオーシャン化し、
超低金利政策のもと、適正な利益水準を維持しつつ拡大するのは困難な状況

コロナ禍により赤字企業が激増する結果、要注意先（赤字企業）を排除しな
い融資拡大が銀行に求められる。赤字企業への融資は決算書類などの財務資
料の検討だけでなく、他のアプローチによる分析と債権保全が必要。

一方で、ノンバンクやフィンテックベンチャー企業などによる
ファクタリング市場が急拡大している（高収益のマーケット）

事例）ラクーン 手数料 ～3％（年率換算 ～36％）
OLTA 手数料 2％～9％（年率換算 24％～108％）

※手数料は各社のホームページより
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中小企業にも手形レスの一括ファクタリング ～奥澤産業
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サプライチェーンファイナンスコスト一覧

<SPC> … 発注企業名義支払合同会社あて支払 <EMC> … Tranzax電子債権㈱あて支払

その他適宜発生するコスト
残高証明書(郵送の場合のみ)定形フォーム：500円(税別)／非定型フォーム：1,500円(税別)、記録開示手数料1,000円(税別)

イニシャルコスト ランニングコスト

金融機関 【SPC設立費用&初年度運営費用】
双方合意した金額 ＜SPC＞

【サービス利用料】
月額20,000円（税別） ＜SPC＞
※ 発注企業1社ごと

【SPC費用費用】
双方合意した金額 ＜SPC＞

発注者

【利用者登録手数料】
初回1回のみ 1,200円（税別） ＜EMC＞

【契約事務手数料】
初回1回のみ 1,000円（税別） ＜SPC＞

【サービス利用料】
月額20,000円（税別） ＜SPC＞

【発生記録手数料】
1件あたり 300円（税別） ＜EMC＞
※ 発注者/受注者どちらが支払うか設定可能

【振込手数料】
各金融機関所定の手数料 ＜決済銀行＞
※ 発注者/受注者どちらが支払うか設定可能受注者

（資金需要者）

【利用者登録手数料】
初回1回のみ 1,200円（税別） ＜EMC＞

【契約事務手数料】
初回1回のみ 1,000円（税別） ＜SPC＞

【割引料】
発注企業ごとに設定された割引率に基づく金額 ＜SPC＞
※ 申込みがあった場合のみ
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大口受注対応融資の条件

1. 受注の存在確認
 真実性
 発注者の支払い能力

2. 機敏な融資判断
 審査に時間がかかっていては貸付先が失注のリスク

3. 返済原資の担保化
 通常とは別枠融資になるので、債権保全の必要性










